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イ
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揚
げ
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本
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予
定
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見
ら
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者
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。
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高
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。
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年
度
、
イ
シ
カ
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ガ
イ
漁
業
者
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県
か
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ア
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の
種
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提
供
を
受

け
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存
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設
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予
定
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も
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援
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行
う
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ア
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検
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答
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境
面
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経
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面
か
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あ
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地
域
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質
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向
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カ
ー
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ン
ニ

ュ
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さ
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推
進
す
る
。
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（日本共産党）

高
水
温
の
被
害
に
支
援
は

　
漁
業
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で
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援

1Kg6000円の値がつく広田湾産カキ

我が市政を
問う！
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友
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治
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挙
公
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日
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介
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一般質問一般質問

こちらから視聴できます

あ
ゆ
の
里
ま
つ
り
会
場
の
川
の
駅

令和６年度
一般会計補正予算

189億9709万円189億9709万円
７億8042万円を追加し
総
額
総
額

議員発議

［表決が分かれた案件］

発議第６号

厚生年金への
地方議会議員の
加入等を求める
意見書について

※『○』は賛成、『×』は反対、『議』は議長のため採否に参加せず。
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議員発議は賛成多数で採択

監査委員 ・ 固定資産評価審査委員会委員 ・ 指定管理者  の選任に同意・可決
●監査委員
 千葉  徳次  氏 （65歳）米崎町

●固定資産評価審査委員会委員
 鈴木  康文  氏 （73歳）高田町
 菅野  幸枝  氏 （46歳）高田町
 佐藤  雄幸  氏 （72歳）大船渡市赤崎町

●指定管理者
 陸前高田市市民の森 箱根振興会
 陸前高田市玉山休養施設 ロッツ株式会社
 陸前高田市地域資源活用
 総合交流促進施設 川の駅組合

物価
高騰対策は
国・県の動向が決

まりしだい支援

　第４回定例会は、11月29日から12月12日まで14日間
の会期で行いました。

　令和６年度一般会計補正予算（７億８０４２万円を追加し１８
９億９７０９万円）をはじめ、特別会計補正予算４件、専決処分
１件、条例案８件を原案通り承認・可決。また、監査委員等の
任命に同意し、指定管理者の指定を原案可決しました。

　条例案のうち「陸前高田ゆめみらい大場達史記念奨学基金
条例」は、故大場達史氏の遺族からの寄付金等を活用し、給付
型奨学金事業推進のため制定したものです。
　一般質問には、10人の議員が登壇しました。物価高騰対策
としては、市では、国・県の動向が決まりしだい支援するとし
ています。
　最終日には、議員発議として「厚生年金への地方議会議員の
加入等を求める意見書について」を賛成多数で採択しました。

　地方議会における多様な人材確保の観点から、年金制度そのものが抱える課題に関する議論を深めるとと
もに、将来世代のため地方議会議員の厚生年金加入の選択肢確保等、法整備を早急に実現するよう強く要望
するものです。

第４回定例会

■一般会計の主な補正予算項目
歳出（支出）
項　 目 補正額 補正の理由

特別教室
エアコン
設置工事費

小学校の特別教
室のエアコン設
置工事費として

3億　　　　
2715万円 増

（単位：万円未満で繰り上げ）

福祉灯油
支給事業費 989万円 増

高齢者世帯等の
冬期間の経済的
負担を軽減するため
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